
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月子育てワンポイント 

『子どものジェンダーにどうかかわるか』 

ジェンダーとは、社会的・文化的につくられた性別の役割のこと。 

ジェンダーについて考えるということは「男の子らしい、女の子らしい、ってどういうこと？」を考えることにつ

ながります。子どもたちは生まれた時から性別についてのメッセージを受け取っています。例えば、赤ちゃんの服

やおくるみの色。成長していく中でも、買ってあげる玩具や、提案する習いごとなど…。 

男の子はブルー、女の子はピンクといった色の「男の子らしさ、女の子らしさ」や、男の子はヒーローにあこがれ

て、女の子はプリンセスに憧れるはず、といった「男の子らしさ、女の子らしさ」。周りの大人たちやメディアの

影響を大きく受けて、子どもたちは「男の子らしさ、女の子らしさ」のメッセージを受け取っているのです。 

～どんなことに気をつけたらいい？～ 

①  

保護者自身がジェンダーにとらわれ

ずに生きていいことを理解すること 

 

② 

「男の子らしさ、女の子らしさ」を 

おしつけることを言わない 

しない 

 

③ 

さまざまな家族のあり方がある

ことを伝える 

 

「男の子らしさ、女の子らしさ」にこだわらなくていいことや、

「人はそれぞれ異なり、一人ひとりが大切にされる権利があるこ

と」を保護者自身が知りましょう 

「ピンクの服の方が、女の子らしいよ」「男の子だから、外で元

気に遊びなさい」「これは女の子用（男の子用）のおもちゃだか

らこれにしたら？」という言動をしないようにして、代わりに子

ども趣味や興味を肯定する言葉をかけてみましょう。 

「これいいね。こういうのが好きなんだね」「○○ちゃんらしく

て似合うとおもうよ」など 

「男の子らしさ、女の子らしさ」にこだわらない価値観を伝えると

ともに、「パパとママがいるおうちもあれば、パパだけママだけのお

うち、おじいちゃんおばあちゃんが子どもを育てているおうち、  

パパがふたり、ママがふたりいるおうちもある」という家族の多様

性についても伝えることができます。 

 

「ジェンダー」について小さな子どもに伝えるのは難しいことだと思います。 

子どもと遊びながら、楽しく、からだやプライベートゾーンなど絵本やグッ

ズなどを使って伝えていくのも一つの方法ですね。 

「ジェンダーってなに？」 

 

 

 


